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『立春』を迎え暦の上では春！ しかし、現実は・・・まだまだ春の足音さえ聞こえない毎日ですが、それでも確
実にその季節がやってくること間違いなし！です。その日が来るまで、寒さに負けずにがんばりましょう！！

１１年目のみちのくカップフットサル大会！
県内外より４４チームが集い行われた「第１１回みち

のくカップフットサル大会」１１回目＝１１年目、と

言うことは、今回参加した５年生の子供達がこの世に

産声をあげた時に始まった大会で、右の写真の選手は

まだ生まれていなかったわけで・・・（笑）そう考え

るとなんだかものすご～く歴史！？を感じるわけで・

・・（笑）例年だと雪の影響で大変な思いをする大会

でしたが、今回はその影響も全くなく・・・とは言っ

ても会場周辺に積もった雪で試合の合間に雪合戦に興

じる県外のチームの子供たちもいたのですが・・・

（笑）大会を通してお世話になった皆様（参加頂いた

チームの方々、クラブ主催の大会と言うことでご尽力

頂いたクラブ関係者の皆様等）に改めてこの場を借り

て御礼を申し上げます。皆様のおかげで１１年目の大

会も無事終了できました。ありがとうございました！

３．１１東日本大震災 ～あれから５年～
来月１１日、３．１１東日本大震災から満５年目を迎えます。国のトップであるＡ首相は、声高らかに全世界に向かって完全復旧

復興を叫んでいますが（２０２０年東京オリンピック招致活動の際の言動）、果たして本当にそう言えるでしょうか。答えは、も

ちろんＮＯです！特にここ福島に至っては未だに我が故郷に戻れず、避難生活を送っている方々が何万人といるのが現状です。本

当の意味での復旧復興はいつになったら訪れるのか・・原発の廃炉作業も幾多の諸問題が発生し遅々として進まぬ中、原発をいく

つもいくつも再稼働する政府のやり口！（敢えてこのような表現を使わせて頂きます！）原発反対派でも推進派でもありませんが

それでもお国の行いには首を傾げたくなるし憤りが湧き上がって来ます。下記の写真は大震災から２年目、３年目、４年目の３月

１１日に実際に現地に赴き（２年目は南三陸町に３年目以降は福島の浜通り地方に）撮影した写真の数々です。来月３月１１日、

５年目を迎えるこの日も現地を訪れ現状を見てこようと思っています。 ＶＡＭＯＳ福島！ＶＡＭＯＳ東北！ＶＡＭＯＳ日本！

さぁ、ワールドカップイヤーの始まりだ！ ３月の主な活動予定
まもなく始まる女子リオデジャネイロオリンピックアジア最終 ①５日（土）第２２回キンダージュニアスーパーカップサッカー大会

予選。（２月２９日～大阪開催）出場枠はたったの２枠。厳しい 開催＜石川町クリスタルパーク体育館＞ （幼児～小学２年生）

戦いになること必至！しかし、日本女子サッカー界のためにも ②５日（土）２０１６春Ｊリーグ観戦＆フェスティバル参加ツアー

何としてでもオリンピック出場権を獲得し再び世界の舞台に羽 ③１２日（土）～１３日（日）福島民報杯安達太良白峰カップサッカー

ばたいてほしい！切に願っています。果たして・・・オリンピ 大会参加 ＜郡山市＞ （小学４～６年生）

ック開催の翌月下旬（９月３０日～１０月２１日）から、ヨル ④１９日（土）～２０日（日）２０１６岡本杯サッカー大会参加

ダンで開催される『ＦＩＦＡＵ-１７女子ワールドカップ』その ⑤２１日（月）祝日 平成２７年度小学校卒業記念ご卒業おめでとう

代表候補に名を連ねているホワイトリバーＯＧの遠藤純さん。 ございます！祝福サッカー大会開催＜西郷村＞ （トップクラス全員）

代表入りすること！そして、世界１に輝くこと！彼女の全ての ⑥２５日（金）～２７日（日）茨城県常総市遠征 （新４～６年生）

願いが叶うことを心の底から願わすにはいられません。「夢は見 ⑦各種（サッカー・ストサカ他）トレーニング

るものではなく叶えるもの」今こそその信念を発揮する時です！ ※詳細はそれぞれのコーナーの活動計画参照

ＶＡＭＯＳ純！ ＶＡＭＯＳ日本！ ⑧２１世紀の福島の未来を担う子供たちの心と体の復興支援活動

３園で３回の活動実施予定
⑨指導者派遣事業「白河市エンジョイフットサル教室」従事

３日（木）と１７日（木）アナビースポーツプラザフットサルコート

⑩キッズダンス・エアロビクス＆ヨガ後期教室開校

（５日（土）・１２日（土）・１９日・２６日（土）に開催）

※上記以外にも活動が加わることがあります。詳しく
は、クラブホームページを随時チェックして下さい！

我がクラブは、今年度もｔｏｔｏより助成支援を頂きながら活動していきます！！


